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製材所 設立年月 馬力数 動力源 機　械 その台数 従業員 規　模 所在地
AWA 明治 42年８月 ５ 水 丸 １ ３人 ○ 阿波村
NAK 44.　１ ６ 水 丸 １ ２ ○ 上津村
OKU 44.　５ ８ 水 丸 １ ２ ○ 上津村
ISI 大正２年 １月 10 電 丸 ２ ３ 㾔 上野町
OHA ２.　３ ５ 水 丸 １ ３ ○ 阿波村
ONO ３.　５ ３ 水 丸 １ ３ ○ 布引村
AOY ６.　１ ５ 水 丸 １ ３ ○ 上津村
NAG ６.　５ ５ 水 丸，帯 ２ ３ ○ 阿波村
IWA ７.　１ ５ 水 丸 １ ３ ○ 錦生村
MAR ７.　12 ６ 水 丸 １ ２ ○ 上津村
MAR ７.　８ ３ 水 丸 １ ３ ○ 阿保町
IGA ８.　12 20 電 丸，堅 ３ ４ 㾔 名張町
UEN ９.　１ 13 電 丸 ２ ５ ● 上野町
AOS ９.　４ 15 電 丸 １ ５ ○ 阿保町
YAG ９.　４ 15 蒸 丸 １ ３ ◉ 西柘植村
OBA ９.　５ ５ 水 丸 １ ２ ○ 種生村
KIT ９.　11 25 電 丸 ２ ２ ● 阿波村
OKA 10.　10 15 蒸 丸 １ ３ 㾔 壬生野村
NAB 11.　１ 10 電 丸，堅 ３ ２ ○ 名張町
MAR 11.　１ 10 電 丸，堅 ３ ２ ○ 名張町
OKN 11.　８ 10 電 丸 ２ ２ ○ 上野町
KAK 11.　９ 10 電 丸 １ ２ ○ 府中村
ITA 11.　10 ６ 石 丸 １ ２ ○ 神戸村
HAT 12.　１ 7.5 電 丸，堅 ２ ３ ○ 名張町
YAM 12.　１ 10 石 丸 １ ３ ○ 上津村
TAN 12.　１ 10 電 丸，堅 ３ ３ ○ 名張町
HIS 12.　５ ５ 電 丸 １ ３ ◉ 阿波村
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図12　奈良県桜井町における製材工場の機械鋸台数別相関図（1931）
 （『桜井町郷土調査』昭和７年、1932より作成）
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図13　三重県伊賀地域とその周辺地域の概念図
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加工生産地域を形成したが、そのシステム形
成に差がみられた（図13参照）。
４．市売市場の展開
　以上のような製材工場の相次ぐ創業は、原
料である素材を次第に広範囲から集荷するよ
うになり、その範囲は地元伊賀地域だけでな
く、隣接する三重県一志郡や奈良県宇陀地
方、京都、滋賀の各県などへ広がった。それ
は市売市場の開設によって容易になった。
　一般的には木材が商品価値をもち、流通す
るようになる担い手は木材問屋の手になると
ころが大きい。大正期に入って製材工場が集
積するようになった上野町では、大正５年
（1916）から翌年にかけて木材問屋が誕生し
たとされる。すなわち、山元で立木の買付や
搬出を担っていた素材業者の中で資力を有す
る者が上野町へ進出した。その数は５～６業
者とされ、年10万石ほどを扱うようになり、
その状況は昭和７、８年頃まで続いた（27）。
　また、伊賀地域で最も古く製材工場が誕生
した阿波村では、それまで立木の買付や搬出
を行なっていた素材業者が賃挽きに出さず、
自ら製材加工して問屋へ直接販売していた。
　大正期の後半になると、新興の伐出業者や
それまで賃挽き専門であった製材業者が次第
に力をつけるようになり、昭和に入ると地元
の問屋を通さず消費地の木材商と直接取引が
出来るほどの自立性をもって、地元の問屋と
対抗するようになった。その過程で既存の材
木商組合に対して新たな商業組合を結成した
りした。折しも参宮線が延長開通すると、関
西と名古屋方面の取引へ拡大した（28）。
　一方、南接する名賀郡の中心地である名張
町では、上野町より６年遅れ、大正８年
（1919）に初めて製材工場が創業した。これ
は上野町の２問屋と名張の業者が丸鋸２台、
堅鋸１台、計３台の製材機械を用い、電動
20馬力の当時としては大規模な製材工場を
開設したもので、名賀郡一帯の布引山系や隣
接する奈良県宇陀郡一帯も射程に入れた素材
供給圏を目論んだ。折しもその直後の伊賀鉄
道の開通や関東大震災による木材需要の増大
が続き、新興の名張では木材問屋は成立する
余地がなかった。こうして製材工場が増加す
ると、製材業者と木材小売業者とが昭和９年
（1934）、「名張木材商業組合」を結成し、翌
10年には地元で初めての市売市場、それも
製品市場を設け、月２回開催した（29）。
　この製品市売市場は大都市以外の地域では
珍しく、その手数料は８％、残額は市日の翌
日には支払われた。また買手からの代金徴収
は月末であり、この市売市場は出荷者と買手
の双方から歓迎され、小規模業者にとっては
珍重された。開設時の資本金は１万円で、年
間の取扱量は６～７万石に達した。昭和13
年（1938）の最盛期には資本金は６万円へ増
資され、年間取扱量は11～12万石にまで達
したとされる（30）。この市売の仕組は広く支
持され、折からの昭和恐慌を乗り切ることが
できたともいわれた。
　このように上野と名張の両者ともに製材工
場が集積するが、名張町では、上野町よりも
木材業の展開が遅れたために、無地のキャン
バスに絵をかくようにこの製品市売市場が躍
り出て地域の核となり、製品取引が名張の木
材業を特徴づけることになった。一方、上野
町の方は素材取引に特徴がみられた。このよ
うに上野に比べれば名張は後発的だが、その
両者の機能分化が伊賀地域の木材業の幅を広
げ、後背地である山間地域の育成林業と山元
工場の立地も含め、全域的な結合が昭和前期
にこの伊賀地域で展開したといえる。具体的
には育成林業・木材加工業・木材流通業が一
つのネットワークに統合されたそれらのコン
プレックス地域として成長、発展したという
ことが出来、それが昭和10年代に入ると、
県内でもトップクラスの木材生産地として評
価されるに至ったのである。
（　）
伊賀地域における育成林業の発展と木材業の新展開による木材コンプレックス地域の形成 
80─　　─
20
５．おわりに
　かつて木津川上流域として伊賀地域の林業
展開を追った笠原六郎は、必ずしもデータに
恵まれない中ですぐれた調査を行なってい
る（31）。
　その中で、昭和初期までは三重県内でもそ
の名前さえ上らなかった伊賀の出材量が、昭
和６年（1931）に「名張地方」として県内６
位（11万石余）、同７年には３位（13万石
余）、同９年には何と２位（35万石余）と宮
川流域や一志郡、松阪地方、尾鷲地方を抑
え、熊野川流域（115万石余）に次いで上位
を占め、しかも全国でも25位にランクされ
たことが示されている。同11年からは「名
賀郡地方」と分割されたため、県内６位、全
国65位となったが、地区が分割されずに伊
賀地方全体であれば、そのまま県内２位、全
国20位台を維持したものと思われる。それ
はまぎれもなく急成長であり、驚異的な発展
であった。
　本稿は、このようなこの地域の林業生産の
発展がなぜ実現したのか、それが地元にどの
ような変化をもたらしたかを木材業との関係
で検討しようとした。
　前稿や前々稿で示したように、明治中期ま
ではこの地域の林野は部落有林野が卓越する
採草地の多い禿げ山と雑木がほとんどであっ
た。それが部落有林野統一事業による公有林
化と育成林化への一斉的転回を遂げたことを
明らかにしてきた（32）。
　その育成林化への一斉的転回は前稿や本稿
で示したように、村の財産造成により、将来
の伐採収入を蓄積し、村民が納税しなくても
よい自立村をめざすという意識の変革によっ
てすすめられ、そこには「年々戦勝論」を唱
えた隣接する吉野林業の指導者土倉庄三郎に
よる造林運動の影響もあった。本稿で示した
将来の収入予定図はそのような地域一丸とな
った理想郷実現への思いが込められていた。
　こうして一斉に植林された林野は昭和に入
ると間伐期、さらには主伐期を迎え、折から
の日本経済の変動にも対応し、増大する木材
需要に対応して伐採が進行することになっ
た。そんな中で先行したのが鉄道開通が早か
った阿山地方で、素材業者が山間部にあらわ
れ、木挽に賃挽きで製材させ、その木挽の中
から山元製材工場が誕生。やがて中心都市の
上野に問屋機能が生まれ、製材工場も付加的
に立地するようになった。山元の賃挽き製品
も上野の問屋へリンクした。素材業者達は先
行的に同業組織もつくり、素材業─問屋─賃
挽き製材業のリンクが出来たが、需要増の
中、賃挽き製材業者の中には自ら素材を購入
して素材業へ踏み込み、市場を開拓し、既存
の素材業、問屋系列から独立する同業組織も
生まれた。問屋系と非問屋系は対抗する形で
上野地区の木材業に厚味を増した。
　一方、鉄道開通が遅れた名張は、地域の森
林資源が増加する中、木材業の気配はなかっ
たが、大正８年、地元資本と上野の問屋の出
資で伊賀地域では最大級に近い製材工場が創
業し、木材生産地への口火を切った。上野の
ように木材問屋の既存勢力もなかったため、
製材品は上野の問屋へ送られる一方、当時と
しては画期的な製品の市売市場が開設され、
その運営の仕方も出品者本位であったため、
名張の木材業の中核となり、扱量は次第に上
野に迫り、前述した笠原も示したように「名
張地方」が伊賀地域の木材業を代表するよう
になった。名張では素材業者─製材工場─製
品市売市場というリンクが形成され、新興地
らしく既存の木材問屋の機能はなかった。そ
れも名張の製品市場誕生を含み急成長を可能
にしたものと思われる。
　こうして伊賀地域には上野の問屋業者を中
心に山元の素材業者と賃挽きの製材工場が系
統化されたシステムと、素材業と製材工場が
名張の製材品市場を核に系統化された地域シ
ステムがそれぞれ機能分化しつつ形成され、
（　）
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それが両地域全体の構成を多様化し、この時
点で育林業と製材業の組み合わさったコンプ
レックス地域を形成し始めたということがで
きる（図14）。
　しかし、このあと昭和10年代に入り、木
材統制時代に入ると、国や県の力により強制
的な再編がすすめられた。三重県や伊賀地域
はそのような中で比較的弾力的な対応をし、
それが戦後復興時の木材業関連の立ち上りを
少しスムーズにした面もあった。それを可能
にしたのは、この時期に芽生えた育林業、木
材業、製材業とそれに加わった木材流通業の
相互のリンクによるコンプレックスが寄与し
たものと思われる。
　なお、本稿では桜井、一部吉野の例を取上
げ、木材業中心のコンプレックスの比較も試
みようとしたが、紙幅が十分でなく、若干触
れたにすぎなかった。桜井はやはり鉄道開通
による製材業と市売、流通を中核とした生産
地であり、それらの複合的集積が局地的に集
約化され、そこに集積の利益が生じ自律的に
生産地形成を行なったことが上野、名張との
（　）
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図14　大正後期における伊賀地域の製材工場の分布、育林地域の分布、
そして素材、一部製材品の流れの概念図　　点状部分は育林地
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違いをもたらした。なお、桜井は発展途上で
宇陀郡や一部布引系の森林資源を集荷し、名
張と競合する勢いも示した点で伊賀地域との
接点があったこと、があった。また吉野はま
さに吉野林業の生産地でもっぱら素材を吉野
川－紀ノ川で流送し、大阪へ運ぶ素材生産地
として出発した。のち、地元に製材工場が創
業するが、この時期はまだ伝統的育林地をめ
ぐる素材業が活動の中心であったことを付記
する。
（なお、本研究をすすめるにあたり、2015年度文部
科学省科学研究費基盤研究Ｂ「集団的林野研究の歴
史的展開と今日的課題に関する地理学的研究」（代
表　中川秀一）の一部を使用した。また、伊賀市史
編纂室の方々や現地の方々には御教示と便宜をいた
だいた。あわせてお礼申し上げる。）
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